
令和８年度 南陽東中学校運営基本方針 

    

    

 

 

目指す生徒像 目指す教職員像 

仲間と学び合い、互いに認め合う生徒の育成 

①学校が好きな生徒 ②思いやりのある生徒 

③主体的に学ぶ生徒 ④自己決定できる生徒 

⑤規律を守る生徒 

学び合い、協働するチーム南陽東中教職員 

①ワークライフバランスの実現 

②主体的に学び続ける教職員 

③学校・学年として協働する教職員 

 

南陽東中学校のチャレンジ（重点目標） 

Ⅰ 学びのコンパス Ⅱ キャリア教育 

・「関わり愛 学び愛 認め愛」の学校努力点の

もと、生徒同士が認め合える場面を設定・工

夫する。 

・高校入試に必要となる時期まで学年順位を示

さず、順位競争よりも自分の学びに向き合う

姿勢を育み、ナゴヤ学びのコンパスが目指す

子ども中心で自律した学びを実現する。 

・キャリアパスポートを活用して、自己の成長

を振り返る場面を設定する。 

・行事・学習を「キャリアの力」に結びつける。 

・探究的なワークで“自分”と“社会”の理解

を深める。 

・節目で個別支援（キャリア面談）を実施する。 

 

令和８年度 学校努力点 

『 関わり愛 学び愛 認め愛 』 

 

家庭・地域との連携 

●南陽東中学校ＰＴＡ  ●なごやコミュニティスクール会議  ●南陽学区連絡協議会 

●南陽東中ブロックいじめ・問題行動等防止対策連絡会議  等 

 

 
第４期名古屋市教育振興基本計画  

  

☆ どの学校園でも大人が大切にしたいこと 

子どもは有能な学び手であると理解し 

子どもの学びに伴走すること 

☆ 重視したい学びの姿 

・ 自分に合ったペースや方法で学ぶ 

・ 多様な人と学び合う 

・ 夢中で探究する 

＜学校教育目標＞ 

『心身ともに健康で、 

将来に向かって学び続ける生徒の育成』 


